
（別紙３）

〜 2025年 2⽉ 28⽇

（対象者数） 21名 （回答者数） 17名

〜 2025年 2⽉ 28⽇

（対象者数） 7名 （回答者数） 7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
今後も清掃には重点を置き、清潔な空間で活動できるように
精進してまいります。

2
⽀援内容の質の向上を⽬指して、今後も情報共有は迅速に
⾏っていきたいと考えております。

3

発語、発声を遊びや活動の中で楽しみながら学んでいただき
たいと考えております。
職員間でミーティングを⾏い、より良い⽀援が出来るように
精進いたします。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1
今後は地域で開催されるイベントな等にも積極的に参加し、
地域の⽅々との交流の機会を増やしていきたいと考えており
ます。

2
平⽇の時間の中でも⼩さなイベント等を取り⼊れて、
集団活動に参加する機会を増やしていきたいと考えておりま
す。

3

今後はイベントの開催も視野に⼊れながら考案していきたい
と考えております。
引き続き、お⺟様が開催されているイベント等の告知は⾏っ
てまいります。

⼩さなお⼦様をお預かりするので室内の清掃には気を配って
います。

⼩さなお⼦様をお預かりしてりますので、衛⽣⾯や感染症の
拡⼤を防⽌するため、室内の除菌、消毒には特に気を配り徹
底して清掃を⾏っております。

○事業所名 ひっぽファミリー桃ヶ池

○保護者評価実施期間 2025年 1⽉ 10⽇

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2025年 1⽉ 10⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2025年 2⽉ 28⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

職員間での情報共有、意⾒交換を随時⾏うことで⽀援⽅法の
改善、⾒直しを⾏っております。

保護者様からのご要望やご意⾒、情報等があればすぐに職員
間で共有を⾏い、迅速な対応を⼼がけております。

発語を促すトレーニングとして様々な⽀援に取り組んでおり
ます。

コミュニケーションの1つの発語、発声には特に⽀援を強化
しており
視覚からの情報で⽂字の認識を⾏ったり、⾝体を動かしなが
ら脳へ刺激を与えたり⽇々活動プログラムを考案しながら取
り組んでおります。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域交流やイベントの参加に積極的に参加していかないとい
けないと考えております。

週に1回、地域清掃を⾏っておりますが、ご挨拶をさせて頂
く事があっても深く交流を持つ事は出来ていないと感じま
す。

利⽤児童全体での集団活動が難しい場⾯があります。
お⼦様の来所時間、ご利⽤⽇によっては集団活動
(公園遊びやクッキング、季節のイベント)への参加が難しい
事が懸念されています。

⽗⺟の会や保護者会の機会を増やしていきたいと思っており
ます。

弊社ご利⽤のお⺟様が開催されているイベント等の告知は随
時させて頂いておりますが、保護者会のようなイベントは感
染症対策の兼ね合いや保護者様のお仕事の都合上で開催を⾒
送っております。

児童発達⽀援事業所における⾃⼰評価総括表公表


